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　部活動の地域移行に向けて、中島中学校をモデル校に指定し実証
事業を開始してから、すでに2年経過した。ところが、外部指導者
の確保・保護者の理解・送迎体制の構築・スポーツクラブの不足等
が障壁となって思うように進んでいない。3月会議、指導者研修会
の開催や指導資格取得の助成等に関する予算案を可決したが、部活
動の地域移行が進んでいくことを期待したい。

（関連質問：木下敬夫議員、木下美也子議員、和田内和美議員 ）
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2議会だより

３　月
会　議
の概要

　令和６年度七尾市議会定例会３月会議は、３月４日（火）から3月2１日（金）までの１８日間の会　令和６年度七尾市議会定例会３月会議は、３月４日（火）から3月2１日（金）までの１８日間の会
議期間で行われました。今会議において、代表質問および一般質問として14名の議員が市政一議期間で行われました。今会議において、代表質問および一般質問として14名の議員が市政一
般について質問を行いました。般について質問を行いました。
　議案等については、議案48件、同意案１件、報告３件（報告３件は議決不要）が市長より提出さ　議案等については、議案48件、同意案１件、報告３件（報告３件は議決不要）が市長より提出さ
れ、審査の結果、47件の議案および同意案が可決され、1件の議案が否決されました。　れ、審査の結果、47件の議案および同意案が可決され、1件の議案が否決されました。　
　最終日には、追加議案１件、同意案３件が提出され、すべての議案が可決されました。　最終日には、追加議案１件、同意案３件が提出され、すべての議案が可決されました。
　また、意見書提出を含む議会議案３件も提出され、すべて可決されました。　また、意見書提出を含む議会議案３件も提出され、すべて可決されました。

令和7年度　令和7年度　一般会計 602億9,000万円 一般会計 602億9,000万円  を可決を可決！！
（対前年度比　329億6,000万円 増　220．6％）（対前年度比　329億6,000万円 増　220．6％）
※予算総額　１,０２９億４,９２６万５千円※予算総額　１,０２９億４,９２６万５千円

　　　　　　　（一般会計、特別会計を合わせたもの）　　　　　　　（一般会計、特別会計を合わせたもの）

可決した令和７年度当初予算の主な内容

～ ふるさと七尾の再生と創造的復興にむけて ～

● 災害公営住宅建設事業
　････････････････････････ ７億４,８０８万円
● 被災者生活再建支援金
　･･････････････････････ １０億９,０００万円
● 被災住宅応急修理事業
　･･････････････････ １５億１,３３３万８千円
● 被災宅地復旧支援事業  
　･･･････････････････････････････････６億円
● 地域コミュニティ施設等再建支援事業
　････････････････････････ ９億１,４３５万円

ハード・ソフト両面で災害に強いまちづくり

● 過年発生商工観光施設災害復旧事業
　･･････････････････ １２億２,４３１万４千円
● 能登島ガラス美術館改修事業
　･･･････････････････････１億６７４万４千円
● 海外誘客プロモーション事業
　･･･････････････････････････８４１万６千円
● いきいき七尾暮らし移住促進支援事業
　････････････････････････････ １,０００万円
● 定住促進住宅取得奨励事業
　････････････････････････････ ３,２１０万円

● 過年発生農業災害復旧事業
　･･････････････････ ４８億１,６２９万９千円
● 県営ほ場整備事業
　････････････････････････ ９,５２３万２千円
● なりわい再生支援補助金
　･･･････････････････････････････････１億円
● 工業団地造成調査事業
　････････････････････････････ １,０００万円
● 創業者支援事業
　････････････････････････････ １,０７５万円

● 妊婦のための支援交付金事業
　････････････････････････ １,９８５万２千円
● 園児のおむつ等無償提供事業
　････････････････････････ １,７５０万５千円
● 多子世帯保育料軽減事業
　････････････････････････ ５,２０７万７千円
● 子どもの遊び場整備事業
　････････････････････････ １億９,３５１万円
● 小中学校災害復旧事業
　････････････････････ ５億５,０９７万４千円

★詳しい内容は広報「七尾ごころ 4 月号」をご覧ください。

Ⅰ

ヒト・モノ・カネの流れの回復と創出Ⅲ

地域資源を活かしたなりわいの再建と創造Ⅱ

まちの持続を支える次代を担うひとづくりⅣ
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◆◆委委　員員　長／木下 美也子　　長／木下 美也子　　◆◆副委員長／髙橋 正浩副委員長／髙橋 正浩
◆◆委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽委　　員／西川 英伸、山崎 智之、永崎 陽

◆◆委委　員員　長／江曽ゆかり　　長／江曽ゆかり　　◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介委　　員／和田内和美、山添和良、木下敬夫、中西庸介

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典　　長／佐藤喜典　　◆◆副委員長／瀨戸三代副委員長／瀨戸三代
◆◆委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄

【議案第84号】
令和７年度 七尾市一般会計予算
◆消防職員の（仮称）改善委員会について

問離職を防ぐため、人間関係の悩みや軋轢などの問題を改善や対策
する委員会が必要では。
答職員が言いたいことを受け止められる環境作りとして（仮称）職員改
善委員会を4月に立ち上げる予定。

問寄り添った対応がどこまでできるのか。独立した組織の中では自浄
作用が発揮できないと考える。市の事務系職員や外部人材としてア
ドバイザーなどの配属が有効的では。
答声を出せるような形にするにはどうすればいいか、職員自ら話し合
った上で、前向きに検討したい。

【議案第84号】
令和７年度七尾市一般会計予算
◆部活動指導員について

問部活動指導員の役割や処遇を伺う。
答部活動指導員は、大会等の引率であったり、試合のベンチに入って
指導を行えるものである。これは教員の負担軽減を図ることを目
的としており、県の補助事業である。報酬額としては、１時間あたり
1,600円である。

【議案第84号】
令和７年度七尾市一般会計予算
◆合宿等誘致事業費について

問和倉温泉運動公園の多目的グラウンドやテニスコート、能登島グラ
ウンド利用再開の見通しを伺う。また、利用再開までの間、合宿への
補助金であるこの事業費はどのような計上となるか。

総務企画

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

主な審議内容

主な審議内容

　各常任委員会に付託を受けた議案および予算決算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に
下記内容が議論されました。

◆DXアドバイザーについて

問果たして本当に有用なのか。
答市の政策課題の解決に向けて、ＤＸの視点から、各課に提案や助言
等を行うため、令和5年度から委嘱している。令和6年度の主な活動
として、職員向け生成AI研修が成果として挙げられる。
問研修後のアンケート調査は、アドバイザーを特に必要としないとい
う声が多く、職員が調べてやればできる範囲のことをわざわざ専門
的な方が研修する必要性はなく自己研鑽で賄えるのでは。
答いただいた意見など共有し、ステップアップした取り組みに期待し、
アドバイザーを継続したい。

問部活動指導員の人数の枠はあるのか伺う。
答毎年秋頃に県から要望調査があり、その際に各中学校に部活動指
導員の打診を行い、その報告した枠となっている。この部活動指導
員は、平日及び休日の指導、引率など、教員が行っていた顧問として
の職務を担うものであり、責任も伴うため、外部コーチから部活動
指導員への移行がなかなか進まない状況である。

答和倉温泉運動公園の多目的グラウンドは令和８年度末、テニスコー
トは令和７年度末、能登島グラウンドは令和７年度末に利用再開予
定である。合宿への補助金は前年度と比較して大幅に減額している
が、アカペラサークルなど、文化系サークルの活動への補助実績も
あることから、今回の43万9千円の計上となった。

【３月会議】
委員会付託　・議案14件
分科会分担　・議案７件

【３月会議】
委員会付託　・議案９件
分科会分担　・議案12件

【３月会議】
委員会付託　・議案３件
分科会分担　・議案11件

３月会議

３月会議

３月会議
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■
七
尾
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

今
後
の
震
災
復
興
事
業
の
実
施
に
伴
う
財
政
運
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
本
市
の
経
常
収
支
比
率
と
財
政
調
整
基
金
の
現
状
並
び
に
今
後
５
年
間

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
骨
格
予
算
と
し
た
前
年
度
の
２
．

２
倍
と
な
る
6
０
２
億
９
，
０
０
０
万
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
災
害
関
連

費
は
約
46
％
に
当
た
る
２
７
８
億
円
余
り
と
な
る
。
特
に
、
災
害
復
旧
工
事
が

本
格
化
す
る
中
、
ど
う
し
て
も
市
債
発
行
額
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

公
債
費
の
増
加
に
備
え
て
、
令
和
６
年
度
３
月
補
正
予
算
で
減
債
基
金
に
７
億
２
，

０
０
０
万
円
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
減
債
基
金
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
負
担
を
す
べ
き
財
政
支
出
の
財
源
の

確
保
を
す
る
こ
と
や
、
必
要
な
事
業
を
見
極
め
、
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
直
近
の
令
和
５
年
度
決
算
で
95
．５
％
で
あ
る
。
今
後
は

公
債
費
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
比
率
に
お
い
て
は
当
面
改
善
す
る
要
素
は

少
な
い
と
見
込
ん
で
お
り
、
一
方
で
、
財
政
調
整
基
金
は
令
和
６
年
度
末
残
高
で

39
億
円
余
り
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
震
災
前
、
令
和
４
年
度
の
残
高
と
ほ
ぼ
同

じ
水
準
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
復
旧
・
復
興
に
必
要
な
財
源
を
国
や
県
に
対
し
て
、
し
っ

か
り
と
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
基
金
の
積
立
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
自
主
財
源
の
確
保
に
も
努
め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
令
和
7
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
七
尾
の
再
生
と
創
造
的
復
興
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
予
算
編

成
し
た
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
余
り
が
経
過
し
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
令
和
７
年
度
は
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加

速
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
早
期
で
か
つ
着
実
な
復
旧
と
、
市
民

が
将
来
に
向
け
て
希
望
を
持
て
る
復
興
を
成
し
遂
げ
る
予
算
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
被
災
し
た
市
民
の
皆
様
方
が
一
日
も
早
く
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
屋
の
修
繕
や
生
活
再
建
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
事
業
者
が
早
期
に
な
り
わ
い
を
再
建
で
き
る
よ
う
、
各
種
支
援
を
行
う

ほ
か
、
和
倉
温
泉
運
動
公
園
の
復
旧
や
様
々
な
復
興
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
観

光
誘
客
を
行
い
、
和
倉
温
泉
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

な
お
、
震
災
支
援
を
通
じ
て
多
く
の
方
に
、
全
国
か
ら
能
登
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
た
。
今
後
は
こ
の
関
係
を
大
切
に
し
、
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
交
流
な
ど
も
活
発
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
観
光
面
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
産
業
・
経
済
・

文
化
に
お
い
て
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、
創
造
的
な
復
興
と
持
続
可
能
な
発
展
に
よ
り
、

誰
も
が
誇
れ
る
、
市
民
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

 

代
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5 議会だより

■
七
尾
市
戦
略
的
復
興
プ
ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

具
体
的
な
事
業
や
取
り
組
み
を
伺
う
。

七
尾
市
戦
略
的
復
興
プ
ラ
ン
（
案
）
と
第
３
期
七
尾
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、
別
々
に
策
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
復
興
プ

ラ
ン
で
は
事
業
が
漠
然
と
し
て
お
り
、
例
え
ば
農
業
の
安
定
経
営
で
は
、
農
福
連

携
な
ど
に
よ
る
新
た
な
農
業
の
実
現
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
安
定
経
営
を
目
指
す
の
か
。
ま
た
、
５
年
間
の
年
間
平
均
出
生
数
3
０
０
人

と
い
う
目
標
設
定
が
あ
る
が
、
令
和
５
年
は
2
２
２
人
、
令
和
６
年
は
1
５
３
人

と
い
う
状
況
だ
が
、ど
の
よ
う
な
事
業
、取
組
を
行
い
、達
成
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

復
興
プ
ラ
ン
は
、
復
興
へ
の
道
筋
と
し
て
、
総
合
戦
略
で
目
指
し
て
き
た

方
向
性
と
同
じ
で
あ
り
、
復
興
に
必
要
な
財
源
と
し
て
地
方
創
生
交
付
金

が
活
用
で
き
る
た
め
、
震
災
関
連
の
部
分
も
上
乗
せ
し
、
第
３
期
総
合
戦
略
を
包

含
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
業
の
安
定
経
営
に
つ
い
て
は
、
農
福
連
携
に
よ
り
、
福

祉
関
係
者
の
方
の
協
力
で
労
働
不
足
を
補
う
と
い
う
観
点
も
あ
る
。
ま
た
、
出

生
数
の
目
標
は
人
口
減
少
対
策
と
関
連
す
る
と
考
え
る
。
ほ
か
の
地
域
に
な
い
魅

力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
つ
く
り
、
七
尾
市
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
住
ん
で
み
た
い
、
生
活
し
て
み
た
い
、
子
育
て
を
し
て
み
た
い
と
い

う
方
た
ち
を
し
っ
か
り
と
増
や
し
て
い
く
。
こ
の
復
興
プ
ラ
ン
の
事
業
一
つ
一
つ

し
っ
か
り
と
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。

 

代
表
質
問

質答

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。 令和6年度定例会3月会議

水路

下水道管 調整池

瀨戸 三代 議員
（無会派）

■
浸
水
被
害
軽
減
対
策
に
つ
い
て

浜
岡
川
の
氾
濫
な
ど
の
水
害
対
策
の
た
め

「
調
整
池
」
の
整
備
を
！

浜
岡
川
の
氾
濫
と
石
和
干
拓
排
水
路
周
辺
の
家
、
農
地
、
道
路
の
冠
水
が

著
し
い
。
雨
水
の
排
水
が
自
然
に
で
き
ず
、
ポ
ン
プ
で
強
制
排
水
を
行
っ

て
い
る
が
、
高
潮
や
連
続
し
た
豪
雨
で
は
効
果
が
な
く
、
地
震
に
よ
る
地
盤
沈
下

も
発
生
し
て
お
り
、
今
後
の
被
害
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
調
整

池
の
整
備
が
最
良
と
考
え
る
が
、
調
査
費
計
上
は
で
き
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
冠
水
、
浸
水
被
害
の
頻
発
化
や
激
甚
化
、
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
令
和
６

年
８
月
か
ら
七
尾
市
公
共
下
水
道
雨
水
管
理
総
合
計
画
策
定
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
旧
七
尾
市
街
地
と
懸
案
の
石
崎
町
地
区
に
、
内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
想

定
区
域
図
を
策
定
中
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
末
に
は
完
成
予
定
で
あ
り
、
浜
岡
川

や
石
和
干
拓
地
域
周
辺
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
浸
水
想
定
区
域
図
に
よ
り
対
策
の

必
要
箇
所
を
見
極
め
た
上
で
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
調
整
池
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
が
、
こ
の
浸
水
想
定
区
域
図
は
、
地
震
発
生
後
の
地
盤
高
や
気
候
変
動
を

考
慮
し
た
降
雨
量
を
用
い
て
、
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
解
析
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
法
が
よ
い
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

質答

佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）
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Q&   A議員の 市の

■
旧
七
尾
農
業
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

旧
七
尾
農
業
高
等
学
校
跡
地
利
用
に
積
極
的
な

働
き
か
け
を
！

旧
七
尾
農
業
高
校
の
跡
地
用
地
は
旧
徳
田
村
が
県
立
の
種
畜
場
を
誘
致
す

る
た
め
に
県
に
寄
附
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
利
用
さ
れ
ず
荒
れ

て
い
る
。
市
が
県
に
対
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
働
き
か
け
、
協
議
を
し
た
り
、
地

元
や
地
主
代
表
に
対
し
て
提
言
や
意
見
を
求
め
た
り
で
き
な
い
か
を
伺
う
。
ト
キ

の
保
護
セ
ン
タ
ー
、
自
然
環
境
教
育
施
設
、
里
山
暮
ら
し
を
体
験
す
る
憩
い
の
森

な
ど
、
能
登
の
里
山
公
園
と
し
て
市
民
・
県
民
の
森
と
す
る
こ
と
や
災
害
公
営
住

宅
建
設
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

利
活
用
に
は
、
災
害
復
旧
の
一
環
と
し
て
、
農
業
経
験
の
あ
る
被
災
高
齢

者
を
受
け
入
れ
る
高
齢
住
宅
や
、
大
学
等
の
農
業
系
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
提
案

の
実
現
の
可
否
を
検
討
し
進
め
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
、
県
と
の
協
議
に
加

え
、
地
権
者
の
皆
様
方
と
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
状
況
と
考
え
て
い
る
。
寄
附
当

時
の
利
用
目
的
と
は
変
わ
っ
て
い
く
が
、
引
き
続
き
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

用
地
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
災
害
公
営
住
宅
と
し
て
の
活
用
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
県
と
の
協
議
の
中
で
、
地
権
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

住
宅
な
ど
の
利
活
用
の
可
能
性
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
本
市
の
防
災
士
会
に
つ
い
て

地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
に

　
　

防
災
士
の
協
力
体
制
整
備
を
進
め
よ
！

防
災
士
会
の
設
立
は
、
地
域
の
防
災
力
向
上
、
防
災
士
同
士
の
情
報
共
有

や
研
修
の
実
施
、
災
害
時
の
支
援
活
動
の
強
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
の
3
０
０
名
を
超
え
る
防
災
士
へ
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
、

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
本
市
の
防
災
士
会
設
立
等
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
防
災
士
、
そ
れ
か
ら
情
報
共
有
の
た
め
に
、

町
会
長
に
も
行
っ
て
お
り
、
計
４
０
０
名
を
対
象
に
実
施
し
、
約
４
割
の

回
答
率
で
あ
っ
た
。
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

防
災
士
会
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
望
む
方
が
圧
倒

的
多
数
で
あ
り
、
組
織
化
は
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
組
織
化
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
例
え
ば
15
地
区
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
単
位
で
組
織
化
を
し
て
、
実
際
の

活
動
を
地
域
に
密
着
し
た
も
の
に
し
て
い
く
よ
う
な
考
え
方
で
の
一
体
化
、
連
携

を
基
本
と
し
た
調
整
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
話
を
進
め
る
中
で
、
全
体
と
し
て
の
場
も
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

令和6年度定例会3月会議

徳田 正則 議員
（新政会）

江曽 ゆかり議員
（無会派）
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
被
災
住
宅
の
再
建
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
の
た
め
に
も
七
尾
市
独
自

の
支
援
策
を
！

12
月
議
会
の
答
弁
で
、
速
や
か
な
復
興
を
目
的
に
、
仮
設
住
宅
の
供
用
期

間
終
了
後
の
再
利
用
や
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
世
帯
の
生
活
再
建
の
た
め

に
、
住
宅
取
得
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
事
業
と
の
併
用
も
可
能
に
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
伺
う
。

仮
設
住
宅
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
答
弁
し
た
と
お
り
、
石

川
県
復
興
基
金
メ
ニ
ュ
ー
応
急
仮
設
住
宅
利
活
用
支
援
事
業
を
活
用
し
、

応
急
仮
設
住
宅
の
供
用
期
間
終
了
後
、
被
災
者
へ
応
急
仮
設
住
宅
が
再
利
用
で
き

る
よ
う
、
現
在
も
石
川
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

住
宅
取
得
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
自
力
再
建
を
希
望
す
る
世
帯
数
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
方
も
含
め
て
、
半
壊
以
上
で

住
宅
を
滅
失
す
る
全
て
の
方
を
対
象
に
、
改
め
て
住
ま
い
の
再
建
調
査
を
今
月
中

に
実
施
す
る
。
そ
の
調
査
を
基
に
、
な
る
べ
く
早
く
制
度
化
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
事
業
と
の
併
用
も
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■
既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て 

制
度
利
用
促
進
に
向
け
、
積
極
的
な
周
知
が
必
要
！

大
災
害
を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
た
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
。
耐
震
対
策
に
お
け
る
補
助
制
度
の
積
極
的

な
広
報
、
周
知
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

既
存
木
造
住
宅
耐
震
対
策
補
助
金
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
の
一
戸
建
て
住
宅
を
対
象
と
し
、
簡
易
耐
震
診
断
は
原
則
無
料
、

耐
震
改
修
工
事
は
最
大
2
０
０
万
円
を
補
助
す
る
。
ま
た
、
被
災
建
築
物
耐
震
対

策
補
助
金
は
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
を
対
象
と
し
、
簡
易
診
断

は
、
最
大
10
万
円
、
耐
震
改
修
工
事
は
最
大
1
８
０
万
円
を
補
助
す
る
制
度
で
あ

る
。
現
時
点
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、
4
０
０
件
以
上
で
あ
る
。

　

取
り
組
み
と
し
て
は
、
広
報
誌
や
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
る

ほ
か
、
住
宅
耐
震
相
談
会
の
開
催
や
、
耐
震
診
断
を
し
た
後
、
一
定
期
間
経
過
し

て
も
耐
震
改
修
に
進
ん
で
い
な
い
方
に
対
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
被
災
住
宅
相
談
会
の
開
催
時
に
合
わ
せ
て
、
耐
震
補
助
制
度
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
周
知
を
図
っ
て
い
く
な
ど
、
利
用
促
進
に
向
け
た
周

知
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問
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令和6年度定例会3月会議

木下 敬夫  議員
（無会派）

木下 美也子 議員
（無会派）
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Q&   A議員の 市の

■
七
尾
市
の
防
災
に
つ
い
て

市
の
災
害
時
の
情
報
発
信
は

　
　
　
　
　

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
重
要
！

今
回
の
未
曾
有
の
災
害
を
通
じ
、
情
報
発
信
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫

り
と
な
り
、
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
伝
達
は
、
市
民
の
安
全
確
保
に
直
結

す
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
や
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、
市
と
し
て
の
考

え
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
い
て
、

同
社
が
災
害
情
報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
ヤ
フ
ー
防
災
速
報
で
市
か
ら

の
緊
急
情
報
を
配
信
し
て
い
る
。
そ
の
ア
プ
リ
で
七
尾
市
を
地
域
登
録
し
て
い
る

ユ
ー
ザ
ー
数
に
つ
い
て
は
、
３
月
３
日
現
在
の
数
字
で
約
１
万
２
，
５
０
０
ユ
ー

ザ
ー
と
聞
い
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
ア
プ
リ
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
承
知
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
質
問
で
も
あ
っ
た
よ

う
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
ヤ
フ
ー
防
災
情
報
の
リ
ン
ク
を
経
由
し
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
が
、
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
よ
う
な
指
摘
に
つ
い
て
は
改

め
て
確
認
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
正
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
災
直
後
に
安
全
な
避
難
経
路
を
示
す
ア
プ
リ
の
活
用
は
大
変
有
用
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
回
の
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
当
た
っ
て
議
論
の
中

で
の
意
見
と
し
て
承
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
Ｗ
ｉ
ｌ
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

田
鶴
浜
小
学
校
の
児
童
の
指
摘
に
応
え
て
！

田
鶴
浜
小
学
校
の
議
会
見
学
会
の
際
、「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
が
良
く
な
い
」

と
の
指
摘
を
受
け
た
。
当
初
予
算
で
は
「
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新

２
億
９
４
７
万
１
千
円
」
と
あ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
脆
弱
な
ま
ま
で
は
意
味

が
な
い
。
昨
年
６
月
会
議
で
「
各
学
校
単
位
で
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
個
別
に
調
査
し
、

そ
の
改
善
に
向
け
た
方
策
を
研
究
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら

９
ヶ
月
た
っ
た
。
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、
い
つ
十
分
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
も
と
で
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
も
、
あ
わ
せ
て
伺
う
。

事
業
交
付
決
定
後
の
11
月
か
ら
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
学
校

の
特
徴
に
応
じ
た
環
境
調
査
と
い
う
こ
と
で
、
期
間
を
要
す
る
も
の
で
あ

り
、
事
業
完
了
は
３
月
末
で
あ
る
。

　

ま
た
、
田
鶴
浜
小
学
校
の
仮
設
校
舎
に
は
、
現
在
、
教
室
に
設
置
し
て
あ
る
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
春
休
み
中
に
移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。
仮
設
校
舎
で
あ
っ
て
も
、
調

査
結
果
の
状
況
を
見
て
環
境
改
善
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
令
和
７
年
度
中
に
環
境
改
善

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
早
急
に
対
応
出
来
る
も
の

や
、
少
し
時
間
の
要
す
る
も
の
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
早
い
段
階
で
６
月
会
議
に

対
策
予
算
の
計
上
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

令和6年度定例会3月会議

和田内 和美 議員
（無会派）

山添 和良 議員
（市民クラブ）
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て

安
心
し
て
住
め
る
公
営
住
宅
の
い
ち
早
い
建
設
を
！

災
害
公
営
住
宅
の
進
捗
状
況
と
、
仮
設
住
宅
入
居
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

進
捗
に
つ
い
て
、
現
在
、
既
存
の
小
丸
山
住
宅
の
解
体
設
計
業
務
、
新
規

建
設
に
伴
う
実
施
設
計
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
新
年
度
早
々
に
解
体
工
事

に
着
手
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
田
鶴
浜
保
育
園
に
12
戸
、
旧
中
島
中
学
校
跡
地

に
26
戸
、
中
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
熊
木
分
館
に
10
戸
、
能
登
島
定

住
促
進
住
宅
の
駐
車
場
側
に
10
戸
の
建
設
を
予
定
し
、
今
回
の
予
算
案
で
、
既
存

の
建
物
の
解
体
工
事
費
と
敷
地
測
量
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

仮
設
住
宅
や
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
１
、１
０
１
世
帯
を
対
象
と
し
た
令
和
６

年
11
月
26
日
か
ら
12
月
13
日
に
実
施
の
第
２
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、
電
話

の
聞
き
取
り
を
含
め
８
６
４
世
帯
か
ら
回
答
が
あ
り
、回
収
率
は
78
．5
％
で
あ
っ

た
。
住
宅
の
「
建
て
替
え
、
修
理
予
定
」
と
回
答
し
た
世
帯
が
３
６
７
世
帯
で
42
．

5
％
、「
建
て
替
え
、修
理
予
定
な
し
」と
回
答
し
た
世
帯
が
４
７
３
世
帯
で
54
．７
％

の
割
合
で
あ
っ
た
。
災
害
公
営
住
宅
へ
、「
入
居
し
た
い
」、「
入
居
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
」と
回
答
し
た
世
帯
が
３
８
９
世
帯
、割
合
と
し
て
は
49
．5
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
世
帯
に
は
建
設
戸
数
、
立
地
場
所
等
決
定
の
た
め
、
仮
申
込
書
を

送
付
し
て
お
り
、
現
在
集
計
中
で
あ
る
。

■
被
災
者
再
建
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

市
独
自
加
算
の
検
討
を
強
く
求
め
る
！

宅
地
復
旧
支
援
事
業
に
お
い
て
、
被
災
し
た
宅
地
の
復
旧
を
行
う
多
く
の

方
か
ら
、
個
人
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
補
助
率
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
支
援
事
業
の
市
独
自
の
加
算
を
行
う
考
え
は
な
い
の
か
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

宅
地
復
旧
支
援
事
業
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
擁

壁
の
破
損
や
液
状
化
な
ど
、
宅
地
被
害
に
つ
い
て
、
石
川
県
の
復
興
基
金

を
活
用
し
、
個
人
発
注
の
復
旧
工
事
な
ど
に
対
す
る
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る
補

助
制
度
で
、
七
尾
市
も
令
和
６
年
７
月
５
日
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
の
補
助
率
３
分
の
２
は
、
石
川
県
よ
り
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
七

尾
市
と
し
て
は
こ
の
補
助
率
で
制
度
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
受
付
し
た
申
請
件
数
は
、
２
月
末
時
点
で
１
５
１
件
で
あ
り
、
平

均
事
業
費
が
約
5
０
０
万
円
で
、
１
件
当
た
り
約
３
０
０
万
円
補
助
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
次
年
度
に
お
い
て
も
２
０
０
件
程
度
の
申
請
を
見
込
ん
で
お
り
、
現

行
の
補
助
率
で
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

答

答

令和6年度定例会3月会議

山花　剛 議員
（無会派）

原田 一則 議員
（灘会）

イメージ図イメージ図
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Q&   A議員の令和6年度定例会3月会議 市の

■
少
子
化
と
人
手
不
足
に
つ
い
て

受
験
生
の
減
少
に
よ
り
中
学
生
の
学
習
意
欲
に

影
響
は
な
い
か
伺
う
。

能
登
地
区
に
お
い
て
、
年
々
入
試
倍
率
が
下
が
っ
て
お
り
、
定
員
割
れ
の

高
校
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で
、
中
学
校
の
学
習
目
標
は
高
校
に
合
格
す

る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
重
要
な
目
標
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
こ
と

も
ふ
ま
え
、
行
政
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
伺
う
。

明
確
な
根
拠
と
な
る
検
証
結
果
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
市
内
４
中
学
校

か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
出
願
倍
率
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
学
習

意
欲
の
低
下
は
全
体
的
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
焦
ら
ず
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学

習
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
市
は
各
学
校
に
対
し
、
学
ぶ
こ
と
の
価
値
や
重
要
性
そ
の
も
の
を
認
識
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
に
、
日
々
の
学
習
を
進
め
る
よ
う
に
指
導
し
て
き
て
い
る
。
自
分

を
高
め
る
た
め
に
、
今
何
が
で
き
る
の
か
を
意
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
変
化
の
激

し
い
社
会
に
対
応
で
き
る
資
質
能
力
を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
を

重
点
目
標
と
し
て
い
る
。

　

少
子
化
だ
か
ら
で
き
る
強
み
と
し
て
、
実
際
入
学
し
て
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
一
人
一
人
時
間
を
か
け
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ど

ん
な
力
が
必
要
な
の
か
、
ど
う
い
う
力
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
進
路
指
導

が
き
め
細
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
主
体
的
に
学

ぶ
こ
と
で
輝
く
未
来
を
自
ら
切
り
開
く
七
尾
っ
子
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

一
般
質
問

質答

西川 英伸 議員
（市民クラブ）

■
パ
ト
リ
ア
の
管
理
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て

七
尾
駅
前
に
ぎ
わ
い
館
パ
ト
リ
ア
に
つ
い
て
、
次
の
4
点
伺
う
。

①
創
生
な
な
お
に
お
け
る
会
計
処
理
、
経
理
処
理
に
つ
い
て

②
令
和
５
年
１
月
に
創
生
な
な
お
が
発
表
し
た
事
業
計
画
に
つ
い
て

③
災
害
時
の
備
蓄
に
つ
い
て

④
テ
ナ
ン
ト
や
市
民
か
ら
の
苦
情
に
つ
い
て

①
毎
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
、
指
定
管
理
料
の
算
定
の
内
容
に
つ
い

て
、
逐
次
、
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
決
算
に
つ
い
て
も
、
毎

年
度
、
社
外
監
査
役
か
ら
監
査
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
４
、５
年
度
に

受
け
た
市
の
定
期
監
査
の
際
に
は
、
指
摘
や
改
善
要
請
が
あ
り
、
市
と
し
て
も
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
個
別
案
件
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な

い
が
、
指
導
を
通
じ
て
適
正
化
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

②
令
和
５
年
１
月
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾
に
お
い
て
、
創
生
な
な
お
が
発
表
し
た

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
改
め
て
進
捗
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
震
災
等
の
影
響
が
あ

り
、
事
業
の
推
進
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
今
後
も
当
該
事
業
を
行
う
予
定
は

な
い
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
別
の
手
法
で
、
七
尾
駅
前
に
ぎ
わ
い
館
や
パ
ト
リ

ア
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

③
備
蓄
に
つ
い
て
、
保
存
食
の
無
償
提
供
の
申
入
れ
が
あ
り
、
受
入
れ
し
施
設

内
の
倉
庫
に
保
管
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、
パ
ト
リ
ア
は
津
波
避
難
ビ
ル
の

指
定
は
あ
る
が
、
市
と
し
て
、
防
災
拠
点
的
な
位
置
づ
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

④
苦
情
も
多
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
管
理
、
運
営
に
関
し
、
何

か
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
対
応
策
や
再
発
防
止
策
を
含
め
て
、
そ
の
都

度
、
市
の
ほ
う
に
協
議
す
る
よ
う
、
創
生
な
な
お
に
は
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
質
問

質答

髙橋 正浩 議員
（無会派）

パトリアパトリア
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3月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

1月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、山崎議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第84号 令和７年度七尾市一般会計予算 可決
議案
第85号 令和７年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計予算 可決
議案
第86号 令和７年度七尾市国民健康保険特別会計予算 可決
議案
第87号 令和７年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計予算 可決
議案
第88号 令和７年度七尾市介護保険特別会計予算 可決
議案
第89号 令和７年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計予算 可決
議案
第90号 令和７年度七尾市水道事業会計予算 可決
議案
第91号 令和７年度七尾市下水道事業会計予算 可決
議案
第92号 令和７年度七尾市病院事業会計予算 可決
議案
第93号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第12号） 可決
議案
第94号

令和６年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算
（第４号） 可決

議案
第95号

令和６年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第５号） 可決

議案
第96号

令和６年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予
算（第４号） 可決

議案
第97号 令和６年度七尾市水道事業会計補正予算（第７号） 可決
議案
第98号 令和６年度七尾市下水道事業会計補正予算（第６号） 可決
議案
第99号 令和６年度七尾市病院事業会計補正予算（第５号） 可決
議案

第100号 七尾市部設置条例の一部を改正する条例について 否決
議案

第101号
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例について 可決

議案
第102号

七尾市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第103号

七尾市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部
を改正する条例について 可決

議案
第104号

七尾市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第105号

七尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決

議案
第106号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例について 可決

議案
第107号 七尾市職員退職手当条例の一部を改正する条例について 可決
議案

第108号 七尾市職員の旅費支給条例の一部を改正する条例について 可決
議案

第109号
令和７年度固定資産税及び都市計画税の納期の特例に
関する条例について 可決

議案
第110号 七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決
議案

第111号 七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決
議案

第112号 七尾市保育園条例の一部を改正する条例について 可決
議案

第113号
七尾市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条
例について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第82号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第10号） 可決
議案
第83号 令和６年度七尾市水道事業会計補正予算（第６号） 可決

議 会 議 案 名 採決結果
議会議案
第7号

七尾市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改
正する条例について 可決

議会議案
第8号

和倉温泉・京都・大阪間の在来線特急電車の復活を求め
る意見書 可決

議会議案
第9号 ひきこもり支援に関する法整備を求める意見書 可決

議 　 案 　 名 採決結果
同意案
第4号

副市長の選任について
■星野　弘幸 同意

同意案
第5号

公平委員会委員の選任について
■三室　郁夫 同意

同意案
第6号

公平委員会委員の選任について
■土屋　哲雄 同意

同意案
第7号

公平委員会委員の選任について
■内田　幸子 同意

令和6年度定例会3月会議　採決結果一覧表

令和6年度定例会1月会議　採決結果一覧表

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果
議案

第114号
七尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営の基準に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第115号

七尾市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第116号

七尾市保育士等修学資金貸付条例の一部を改正する条
例について 可決

議案
第117号

七尾市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関
する条例の制定について 可決

議案
第118号

七尾市水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の
資格等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第119号

病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
について 可決

議案
第120号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決
議案

第121号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決
議案

第122号 七尾市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決
議案

第123号 工事委託契約の締結について 可決
議案

第124号
消防本部及び消防署の設置に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第125号 令和６年度七尾市一般会計補正予算（第13号） 可決
議案

第126号
令和６年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算
（第５号） 可決

議案
第127号

令和６年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第６号） 可決

議案
第128号 令和６年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第５号） 可決
議案

第129号
令和６年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補正
予算（第５号） 可決

議案
第130号 令和６年度七尾市下水道事業会計補正予算（第７号） 可決
議案

第131号 令和７年度七尾市一般会計補正予算（第１号） 可決
議案

第132号 工事請負契約の締結について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
決議案 行政の適切な対応を求める決議 可決
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● ● ● お 知 ら せ ● ● ●

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご
感想をお寄せください。なお、議会の会議録について
は、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図書館等
に備えてあるほか、市のホームページでも閲覧できる
ようになっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

議　会　の　動　き

1月 22日 議会だより編集委員会

27日
～29日

３委員会合同行政視察（熊本県宇城市、福岡
県大牟田市）

30日 石川県市議会議長会定期総会（小松市）

2月 19日 能登総合開発促進協議会研究会（羽咋市）

議員防災研修会

御祓川水系河川改修促進期成同盟会知事要望

20日 石川県後期高齢者医療広域連合議会全員協
議会・定例会（金沢市）

25日 全員協議会

議会運営委員会

26日 サンダーバード運行支援要望（県庁・JR西日本）

28日 議会運営委員会

3月 1日 中能登町町制施行二十周年記念式典
（中能登町）

4日 全員協議会

3月 4日
～21日 令和6年度定例会３月会議

13日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会

議会運営委員会

21日 全員協議会

議員協議会

27日 能登中部消防指令センター開所式
（七尾鹿島消防本部）

のと鉄道運営助成基金事務組合第1回議会

28日 田鶴浜小学校仮設校舎内覧会

4月 3日 議会運営委員会

11日 議会運営委員会

議員協議会

議会だより編集委員会

七尾市
議会事務局

TEL.0767-53-8433
https://www.city.nanao.lg.jp

　毎号、表紙写真を担当させ
ていただいています。市民の
皆さんの暮らしや季節を伝え
られるよう心がけながら
シャッターを切っています。

写真がきっかけとなり、少しでも議会や市政
に関心を持っていただけたら嬉しく思いま
す。これからも、市民の皆さまとともに、市
議会だよりをより親しみやすいものにしてい
きたいと考えています。

編 集
後 記

編集委員　木下　美也子

皆さんも市議会を
傍聴しませんか

・ケーブルテレビななおでは、議会の様子を生中継して
おります。
・ユーチューブで議会中継をご覧いただけます。QRコー
ドを読み取ってご覧ください。

　傍聴を希望される場合は、
当日、議場入口の受付で、傍聴
申込書に住所、氏名を記入し
てから入場してください。また、団体で傍聴される場合は、団体の
名称、人員、代表者または責任者の住所、氏名を記入してください。

議会だより編集の参考にするため
アンケートにご協力をお願いします
　アンケートの所要時間は１分程
度（３問）です。下のＱＲコード
からアクセスできます。
　また、アンケートについては、
個人情報等の入力はございません
ので、気軽にアンケートへのご協
力をお願い
いたします。


